
水道水は基本的に無味無臭に近い状態ですが、個人差があり、味の違いを感じる人もいます。

味の違いを感じる要因の１つとして水道水の源水の違いがあります。源水の水質状況によって、

浄水方法や浄水するための薬品の種類、注入量が異なるためです。またダムや河川の水を源水としているものと、

深井戸の水を源水としているものは、水の硬度（軟水、硬水）の違いで味が違うと感じることがあります。

２つ目の要因として、水道水は塩素消毒をしていますが、気温や水温の変化により塩素の注入量を調整して

います。基準値以内で調整していますが、塩素濃度が高めだと塩素臭を感じることがあります。塩素濃度が低め

であれば塩素臭はしませんが、消毒効果の時間が短くなってしまいます。

このように、天気、気温や水温によって、水道水の味が変わると感じる人もいます。

名取市では、樽水ダム・七ヶ宿ダム・釜房ダムの３つの水源により名取市内各地区に給水しています。

樽水ダムは、名取市高舘にあり、自己水源として高舘浄水場で浄水し、増田・増田西・上余田・閖上・杜せ

きのした・美田園・下増田・高舘の一部地区に給水しています。

七ヶ宿ダムは、白石市にあり宮城県の水で、仙南・仙塩広域水道の県営南部山浄水場で浄水し、大河原町、

柴田町、岩沼市、名取市を経由して仙台市の一部まで給水しています。名取市は愛島にある岩沢配水池で受水し、

追加塩素を加えて、愛島・名取が丘・館腰地区に給水しています。

釜房ダムは、仙台市の水で、茂庭浄水場で浄水し、高舘の余方と上余田の２ケ所で仙台市の配水管と直結し

名取市に給水しています。余方分水は高舘地区で主に相互台、ゆりが丘、みどり台、那智が丘の４団地に給水し、

上余田分水は下余田の国道４号バイパス東側から市役所の少し北側まで給水しております。

名取市は複数の水源を使用していることにより、水量不足を防止することのほか、震災や水質事故などで、

１つの水源が使えなくなっても他の水源の水でバックアップすることにより災害に強い水道となっており、安心

で安全な水を安定的に供給しています。
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水道豆知識 「住んでいる場所や季節によって水の味は違う？」

緊急支援として水道料金の基本料金を免除します

水はどこからくるの？

〒981-1292 宮城県名取市増田字柳田80 名取市水道事業所水道総務係 電話 022-724-7136 

名取市ホームページ https://www.city.natori.miyagi.jp 水道事業所Twitter ＠natori_suidou

新型コロナウイルス感染拡大の影響により経済的負担が日々増している状況を踏まえ、負担軽減を図るため

の支援として、官公庁を除く市内全ての市民、事業所などの名取市水道使用者の水道料金の基本料金を一定期間

免除いたします。

〇支援対象者

官公庁を除く全ての名取市水道使用者

〇支援期間

令和２年５月検針分（６月請求分）～６月検針分（７月請求分）の２か月分

〇免除の手続きと方法

申請は不要です。基本料金を差し引く方法で実施します。

※ご使用になった水量に係る従量料金は、これまでどおりお支払いいただきます。
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